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ポリファーマシーとは、Ｐｏｌｙ(多くの)+
Ｐｈａｒｍａｃｙ（調剤）の造語であり、
薬剤が多い事で副作用が出やすくなり、自
己判断での服薬中断や飲み忘れが発生し
やすくなる事を言います。一般的に高齢に
なるほど複数の病気に係るリスクが高まると
言われており、2015年に日本調剤株式会
社が実施した「シニア世代の服薬の実態と
意識」の調査では、高齢者の約半数が２
か所以上の医療機関に通っており、特に75
歳以上の患者さんでは、約４人に１人が
７種類以上の薬を処方されているという報
告があります。

当院では薬剤師の取り組みとして、減薬の
提案を行っており、副作用や薬物有害事
象のリスク低下、服薬アドヒアランスの向上
に取り組んでいます。
また多くの薬が処方されるということは、国
民医療費の増大にも繋がります。中でも調
剤医療費に関しては、厚生労働省の調査
によると2000年から2018年にかけて2.5
倍以上にも増えて、2018年度には国民医
療費全体の17.6％を占めています。当院
の薬剤師によるポリファーマシー対策の取り
組みは、患者のＱＯＬの向上のみならず、
国民医療費の削減にも貢献しています。

薬剤部

私たち
病院薬剤師です



ポリファーマシーって何？
～多い薬は体に良くない？～

◆ポリファーマシー対策の概要…

◆薬物有害事象の頻度…

ポリファーマシーの是正に際して
も、一律の剤数／種類数のみ
に着目するのではなく、 安全性
の確保等からみた処方内容の
適正化が求められています。

ポリファーマシーとは、単に服用する薬剤数が多い
ことではなく、内服数が多い事により服薬過誤、
アドヒアランスの低下、薬物有害事象のリスク増
加等の問題につながる状態の事と言われていま
す。実際に何剤からをポリファーマシーとするかに
ついて厳密な定義はなく、患者さまの病態、
生活環境により適正処方も変化します。

薬物有害事象は薬剤数にほぼ比
例して増加し、特に６種類以上内
服していると薬物有害事象の発生
が増加したというデータがあります。

疾患(循環器疾患、糖尿病、慢性
腎不全)によっては治療に６種類
以上の薬剤が必要な場合もあれば、
それ以下の内服数でも問題が起き
る場合もあり、内服数ではなくその
内容が重要だと言われています。

一方で･･･



その薬、なんの薬か知っていますか･･･
～ポリファーマシー削減チームの取り組み～

◆当院の対策…

◆中止薬の薬効割合…

当院のポリファーマシーに対する取り組みとして2020年6月にポリファーマシー削減チームが発足
しました。医師および看護師、薬剤師、診療情報管理師で構成されており、定期的なカンファレ
ンスを実施しながら、多職種の視点から処方の見直しを行っています。

患者様またはご家族様の
希望の確認

中止・減薬 薬剤を検討

調整後の経過観察

栄養サポートチーム(NST)や
認知症ケアチームと連携し効率
的かつ効果的にポリファーマシー
対策を行っています。
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たです…



広げようポリファーマシー削減!!
～私たちも一緒に取り組みます～

◆地域の開業医や薬局との連携に関して…

◆啓発ポスター、院内に貼っています…

院内にはポリファーマシー
啓発ポスターを掲示し、院
内スタッフ全体と患者様へ
の周知に努めております。

継続的なフォローアップを
お願い致します！

院内でポリファーマシー対
策を行っても患者様が退
院した後に元の処方に
戻ってしまう場合がありま
す。これを回避するために
も当院ではお薬手帳やト
レーシングレポートを活用
し、可能な限り情報提供
を行っていきます。

薬剤部の意気込み！

ポリファーマシー削減チームが
発足以来、薬剤総合評価
調整加算の算定件数全国1
位を目指してポリファーマシー
の改善に取り組んでいます。
メディカルコードでの比較にな
りますが、前年度、当院は全
国の4位、病床数400床以
上の施設では全国3位と他
院と比較しても上位の実績と
なっています。
今後もポリファーマシー削減
チームを中心に、ポリファーマ
シー対策を行っていきます。


